Ｊ.ウェスレーにおける霊性の形成過程についての一考察 : 今日の宣教論との関連で by 趙 永哲 & Young Chul Cho
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の今日的意味を問うた、学問的に高く評価すべき研究成果である。とりわけＡ . Ｃ . アウトラーに則る三段
階の時代区分、その初期と中期との連続性と相違性を踏まえ、ウェスレー神学が内包する幅の広さと重層
性を考察している点が注目される。すなわち1980年代までのプロテスタントを中軸とする西方教会のウェス
レー研究に加え、東方教会の視点からする最近までの欧米のみならず日本及び韓国の先行研究との批判的対
論を踏まえ、ウェスレーが「後期」の時代に問うた個人と社会あるいは瞬間と漸進の統合としての「主の晩
餐」「小グループ」をめぐる聖化論や完全論を、宇宙的終末論の次元をも包摂し、再展開した点が高く評価
され、エキュメニカルな宣教論と実践の視点からするアプローチと相俟って、今後のウェスレー研究に裨益
するところが大きいと思われる。
　もっとも申請論文において問題点がないわけではなく、公開審査の場において審査委員会が申請者と対論
を試み、とりわけ以下の三点に関する考察をめぐってなお考慮すべきと判断した。
１．ウェスレーにおける「回心」の問題について、初期における回心と中期における第二の「福音的」回心
の解釈をめぐっては異存はないが、後期における第三の回心を、完全な聖化に向かう「瞬間と漸進の統合と
しての回心」と解釈する点に関して、それが果たして回心と呼べる出来事として妥当性をもっているかどう
かという疑問が残る。
２．恵みの手段として「主の晩餐」におけるサクラメントの宣教論的な意義を強調することは甚だ重要であ
るが、この問題が今日大きな検討課題ともなっていることに鑑みて、聖書的な根拠に基づく議論の展開、加
えて洗礼や陪餐者の問題も視野に入れながら、さらに考察を深めることが望まれる。
３．ウェスレーの「福音主義的」神人共働説、ピューリタニズムとメソジズム、社会的霊性の具現として労
働組合、人権などの大きな諸問題については別途独立した論考が求められると思われるし、また社会的霊性
に関わる教育事業（日曜学校運動、Kingswood School）の背後にあるウェスレーの教育的ミッション、あ
るいは宗教的寛容（宗教間対話）などの重要な事柄に関しても更なる神学的な考察が望まれるところである。
　しかし以上の諸点は、今後の研究課題と見なしうるものであって、申請論文の価値を損なうものではない。
既述のように、申請論文は、ウェスレーにおける「霊性の形成過程」について、その初期・中期・後期にわ
たり精緻な解明を試みた点にその学問的な価値が存する。序論においては研究史を踏まえて課題と方法論が
明示され、全体の論述も明瞭に構成されており、本論各章の論述も説得的に展開され、結論として新たな学
問的主張が提示されている。以上により、本申請論文について、審査委員会は学位論文としてふさわしいも
のであるとの判断を下し、その旨ここに報告するものである。
